第１号様式（第３条関係）
　その１
入港前手続様式（その１）
【　港長、港湾管理者、地方運輸局、海上保安署　共通様式　】
☐危険物荷役許可申請　　　　　　☐停泊場所指定順　　　　　　☐移動許可申請　　　　　　係留施設使用許可申請
☐船舶運航動静通知　　　　　　　☐船舶油濁等損害賠償保障法に基づく保障契約情報の通報
☐国際航海船舶及び国際港湾施設の保安の確保等に関する法律に基づく船舶保安情報

· 国際航海船舶及び国際港湾施設の保安の確保等に関する法律に基づく船舶保安情報の通報、船舶油濁等損害賠償保障法に基づく保障契約情報の通報、港則法危険物荷役許可申請、停泊場所指定願及び移動許可申請並びに港湾管理者の求める係留施設等許可申請、船舶運航動静通知に当たっては、この様式を用いることができる。

港長殿　☐
港湾管理者殿　
地方運輸局長　☐
海上保安　　　長殿　☐
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